
柔軟な基板に接着している薄膜に
発⽣するしわの⼆次元パターンの⽐較
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• 薄膜が基板に接着した系（薄膜−基板系）の薄膜にかかる圧縮⼒が臨界値に達すると薄膜
にはしわができることが多く，発⽣するしわは薄膜にかかる⼒の異⽅性によって， 異なっ
たパターンになる．

• 2次元座標系の薄膜−基板系のモデルを考え，2次元で定式化を⾏った．そして，薄膜のみ
に圧縮⼒を与え，予ひずみになるまで単軸圧縮変形させた

• 系全体のひずみエネルギーに注⽬し，異なるしわのパターンのひずみエネルギーの⽐較を
⽬指す．
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予ひずみの絶対値を大きくすると，
ひずみエネルギーは下がる

-0.010

-0.005

0.000

0.005

0.010

0.0 0.5 1.0

X₃

X₁

0.005

0.010

0.015

予ひずみの絶対値が大きいほど，
しわが大きくなる


